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結腸を原発とする転移性膀胱腫瘍の1例
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    TUMOR FROM COLON CARCINOMA
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   A 62-year-old female patient underwent an operation for a brain tumor. The pathological 
diagnosis of the resected specimen was metastatic adenocarcinoma with signet-ring cells. The 

primary lesion was found in the ascending colon. In addition,  a non-papillary and pedunculated 
tumor was found on  the rignt wall of  tne bladder on cystoscopy. Biopsy of the bladder tumor 
showed adenocarcinoma with signet-ring cells, which was the same as the histologies of the colon 
and the brain tumors. Under the diagnosis of metastatic bladder tumor, transurethral resection of 
the tumor was performed. This is the first case of metastatic bladder carcinoma from the colon 
reported in Japan. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 845-847, 1993) 
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緒 言

他臓器からの膀胱への癌侵襲は,隣 接臓器からの連

続浸潤がおもで遠隔転移は比較的少ない.今 回われわ

れは結腸を原発とした転移性膀胱腫瘍の1例 を経験し

たので若干の考察を加えて報告する.

症 例

症例:62歳,女 性

主訴:結 腸癌の尿路系への浸潤の精査 目的

既往歴=特 記すべきものなし

家族歴:姉 が胃癌で死亡

現病歴:1992年4月12日 感冒に罹患後回転性めまい

出現しその後食思不振,嘔 気出現した.4月18日 歩行

障害が出現し4月21日 近医脳神経外科受診 した.そ こ

で小脳橋角部腫瘍 と診断され5月llヨ 富山医科薬科大

学付属病院脳神経外科紹介入院となった.5月20日 同

腫瘍の摘出術を施行 し病理学的検索にて転移性腫瘍

(低分化型腺癌)と 診断 された.そ の後の原発巣検索

の結果同院第二外科にて上行結腸癌と診断された.6

月18日 尿路系への浸潤の精査 目的で当科外来初診とな

った.

なお,血 尿,頻 尿 お よび排尿困難等 は認めなかっ

た.

当科初診時現症=身 長140.Ocm,体 重39.Okg,皮

虜 ・粘膜に異常を認めず.胸 腹部理学的所見に異常な

し.表 在 リソパ節は触知せず.腎 も触知しなかった.

同検査成績:検 尿は糖陽性 ・細菌陽性を除き異常な

し.尿 細胞診classI.血 液一般 ・生化学は軽度 の貧

血を認めた以外異常は認められなかった,腫 瘍マーカ

ーはCEAo ・6ng/m1(正 常 値2.5ng/m1以 下)CA

l9-910U/ml(正 常値37U/ml以 下)で あった.x

線検査:胸 部X線 写真は異常 な し.KUB・IVPで

も異常を認めなかった.CTで は膀胱右側壁に小腫瘤

形成を認め,小 骨盤部 リンパ節への転移は認められな

かった.膀 胱鏡検査:右 側壁に単発 ・小豆大 ・有茎性

・表面平滑 ・非乳頭状 ・赤色の腫瘤を認めた.な お,

周囲粘膜に発赤はなかった(Fig.D.経 腹的超音波検

査:右 側壁に有茎性の腫瘤を認めた.ま た,筋 層への

浸潤 も認め られなかった(Fig.2).術 前病理組織診

断:6月29日 膀胱鏡下に腫瘤部分を生検した.光 顕所

見にて低分化腺癌に印環細胞を混ずる組織(Fig.3)



846 泌尿紀要39巻9号1993年

「-「 ■■ ■■騨 圃 一 .】

・甥

Fig.1.

孫

蕩

鰹,

T(

",

Cystoscopyshowsanon-papi11ary

andpedunculatedtumor

、概 ∵で 窺
ズ〉響 葡

^戸'/・'

　オコ ノ

寡 誠 ゑ三l
Fig.2.Ultrasonography(transabdomina1)

showsnotumorlnvasionintothe
musclelayer

繋総
ぞ/鶴`∴ 、 ∴ 煽1・.1∵ ヅ 引'炉 一 〆 へ 靖ピ

'、.・ ㌧ ∴}・'勝
:『鳶 匿/鯵 ♂「

つltv'〆tLr
,''

;、 、,∵'昌 碗 、1'.一
、.,リ ド ノ 〆t,t

ぞ ノ じ ノ コ ノ

7t!ノ 、 ・,.tt`・la

ヨ ド じ 　 ド ロ も の

㌃ …1!:二'〆t tツ ・ぞ 〆・

斗拶/.ぺ 綜1∵,、・
グ ゆ マ ら も も

・
b{'・ 、 ・'.・ ㌔ ㌧ 慈

、9

ゑ・1藩鰭 遥
Bladdertumor(H.E.Stain×100)

Fig.3・

募
妬参

.・

む ♂

季、〆i

〃餐
ラ

,吻

乏 今

溝

》ワ 蝕 ぜ

吻

やズの

焦∴£〆
な・

多 頓

.,.ρ

壕

珍 β》

亀.
ら ㍗つ

ズf妃e

'.ち

腎ゆ
ド ロ ヴ ダ

諾'ド 評 き 》,
ド の

・〉 妙

睡ギ
Primarylesion(colon)(H.E.Stain×200)

Pathologicalspecimenofthebladdertumorandprimarylesion

showspoorlydiHferentiatedadenocarcinQmawithsignet-ringcell

で脳 の摘出標本および6月17日 施行の結腸腫瘍粘膜生

検の標本とも組織型が一致し転移巣と診断された.経

過:7月20日 原発巣結腸癌に対して右半結腸切除術お

よびリソパ節郭清術を施行 した.肉 眼上肝転移は認め

られなかった,大 動脈 ・上腸間膜動脈分岐部まで リン

パ節郭清を行った.そ の大半に転移が認められこの手

術は非治癒的と判定された.な お,原 発巣の浸潤度は

漿膜下層までであった.続 いて8月41・lTUR-Btを

施行した,腫 瘍の直径は約3mmで 肉眼上筋層への

浸潤は認められなかった,現 在術後1年 にて当科およ

び当院外科でテガフール1日600mg経 口投与にて経

過観察中であるが再発,転 移を認めず健在である.

考 察

続発性膀胱腫瘍は大きく分けて近接臓器からの直接

浸潤 と遠隔臓器からの転移 とに分けられる.頻 度はか

な り前者の方が多 く村山ら1)に よる と悪性腫瘍剖検

361例 中32例 に膀胱転移・浸潤が見られそのうち近接臓

器からの連続性浸潤が81%を 占めており遠隔転移は19

%で あ った.欧 米ではPerez2)ら は,直 接浸潤を含ま

ない転移性膀胱腫瘍が悪性腫瘍剖検例の2.1%と 報告

している,Goldstein3)は 文献的に 転移性膀胱腫瘍

146例を集計 し原発巣として悪性黒色腫55例,胃 癌34

例,乳 癌16例 が多く結腸原発は2例 にすぎなかったと

報告している.本 邦ではわれわれの調べうるかぎりの
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Table1.Summaryof44casesofmetastatic
bladdercancerintheliterature
tabulatedaccordingtoorganof
origininJapan

原 発 巣 例 数

胃 癌

腎 癌

乳 癌

悪性黒色腫

直 腸 癌

結 腸 癌

肺 癌

精巣腫瘍

26

9

2

2

2

1(自 験 例)

1

1

847

癌からの場合は報告が本症例のみなので発生部位につ

いてまとめることは今は不可能であるが今後症例を重

ねての検討により何らかの傾向が明らかになって くる

ことも考えられる.

結 語

結腸を原発とする転移性膀胱腫瘍の1例 を経験 した

ので報告した.

本論文の要旨は第358回 日本泌尿器科学会北陸地方会にお

いて発表した.

計 ⑭

転移性膀胱腫瘍44例(Tablel)4-1e)で は原発巣は胃

癌,腎 癌が多く結腸が原発 のものは見当たらなかっ

た.本 邦例について検討してみると男女比は男子に多

く25:19で あった.発 生年齢は50歳 代に最も多 く13

例,つ いで70歳 代8例,60歳 代7例,40歳 代6例 であっ

た.そ れ以外の年齢にはあまり見られなか った.初 発

症状は血尿,頻 尿,排 尿時痛がほとんどで本例のよう

に偶然発見された例はなか った,膀 胱への転移形式と

しては1)リ ソバ行性転移,2)血 行性転移,3)直 接播種,

4)管腔性転移の4つ が考えられるが本症例では1)の 可

能性が強いものと思われる.通 常,膀 胱からの リンハ

流は腰 リンパ本幹を通 り傍大動脈 リンパ節群に介して

消化器系 リンパ管と交通してお り,正 常状態では リン

パ管内の弁が リンパの逆流を防いでいるが,本 例のよ

うにリンパ節への広汎な転移や手術でリンパ系が閉塞

されると,脈 管の拡張により弁が障害され逆行性転移

が起 りうると考えられる.自 験例については脳転移巣,

結腸原発巣,膀 胱転移巣のすべてを外科的に切除しえ

たが腹腔内リンパ節に広汎な転移が発見され残念なが

ら予後は不良と考えられた.転 移性膀胱腫瘍を原発臓

器別に見た場合には腎癌からの転移性膀胱腫瘍は尿管

口周囲に発生することが多くそれは管腔性に腫瘍細胞

が膀胱内に播種 したと考えられる6)ま た,胃 癌から

の場合は頂部に多く発生する とされて いる4・5).結腸
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